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	問題1 (5点)
以下の集合のうち、アルファベットとみなせるものを選べ。

また、言語となりえるものを選べ。

{b, 1, ε}, {0, a}, {}, {x| xは0と1からなり0が偶数個含まれる}



アルファベットに含まれる要素は空列や連続する記号ではない。

また、有限集合である。この条件を満たすのは、{0, a}のみ。


言語は、空列や連続する記号を含んでいてもよい。

また、無限集合であってもよい。

よって、{b, 1, ε}, {0, a}, {}, {x| xは0と1からなり0が偶数個含まれる}は

すべて言語となりえる。

	問題2 (5点)
アルファベットΣ={a, b, c}について、Σ0、Σ1およびΣ2を書け。


Σ0={ε}、Σ1={a, b, c}

Σ2={aa, ab, ac, ba, bb, bc, ca, cb, cc}

	問題3 (10点)
以下を求めよ。

1. |1000010001| + |aaa|

2. 2 ×|x| (ただし、x∈Σ5, Σ={0, 1})

3. x=0101, y=1111としたときのxy

4. x=ε, y=1111としたときのxy

5. x=ε, y=εとしたときのxy


1. |1000010001| + |aaa|=13

2. 2 ×|x| = 10 (ただし、x∈Σ5, Σ={0, 1})

3. x=0101, y=1111としたとき、xy=01011111

4. x=ε, y=1011としたとき、xy=1011

5. x=ε, y=εとしたとき、xy=ε
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